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八 雲 町 社 協 だより

社会福祉法人　八雲町社会福祉協議会

ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくりを目指して

迎

年
頭
の
ご
挨
拶

八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
の
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
、
清
々
し
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
・
活
動
推
進
及
び
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
役
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
二
年
初
頭
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
全
国
的
に

ま
ん
延
し
、
未
だ
に
終
息
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
社
会
活
動

及
び
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
当
社
協
に
お
い
て
も
、

年
度
当
初
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
各
種
事
業
も
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
化

社
会
の
加
速
に
伴
う
問
題
、
生
活
困
窮
者
の
増
加
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
等
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
課
題
へ

の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
公
的
な
制
度
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
の
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が
大
切
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
令
和
五
年
度
か
ら
「
新
四
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
」
を

策
定
し
、
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
『
と
も
に
支
え
合
う
、
安
心
・
安
全
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

が
早
期
に
終
息
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
い
、
例
年
ど
お
り
各
種
事
業
や
行

事
が
開
催
及
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
役
職
員
一
同
積
極
的
に
業

務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
五
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
　
大
　
野
　
尚
　
司

春



　令和４年１１月８日（火）シルバープラザにて、八雲町
社会福祉協議会顕彰表彰式典を実施しました。
　社会福祉事業功労者に対して功績を讃え、表彰状を送り
感謝の意をあらわしました。
　また、北海道共同募金会会長表彰の伝達も行いましたの
で、ここにご芳名を掲げて心からの敬意を表します。

【
感
謝
状
の
贈
呈
】

☆ 

愛
情
銀
行
に
多
額
の
金
品
を
寄
贈
し
、
本
会
の

　 

福
祉
事
業
に
寄
与
し
た
も
の

丹
　
野
　
す
み
子
（
東
雲
町
）

【
伝
　
達
】

☆ 

北
海
道
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
や
く
も
元
気
村

ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
ひ
ま
わ
り
・
な
の
は
な

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
厚
生
園

【
敬
称
略
、
順
不
同
】

【
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

☆ 

八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と
し

　 

て
、
十
年
以
上
在
任
し
、
そ
の
功
績

　 

顕
著
な
も
の

小
　
林
　
元
　
彦
（
落
　
部
）

☆ 

福
祉
団
体
の
役
員
と
し
て
永
年
勤
め
、

　 

そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

伊
勢
谷
　
久
美
子
（
熊
石
見
日
町
）

煤
　
谷
　
キ
ヨ
ミ
（
熊
石
平
町
）

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
役
員
と
し
て

　 

永
年
勤
め
、
そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

船
　
田
　
節
　
子
（
栄
　
町
）

吉
　
村
　
裕
　
子
（
住
初
町
）

令和4年度

顕彰表彰式典

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社会福祉法人 八雲町社会福祉協議会
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●赤い羽根共同募金の実績（１１月３０日現在）
　実績額 ２,６５４,９８７円（目標額 ３,６００,０００円）

内訳　戸別募金　１，３１４，６２６円

　　　大口募金　１，０６２，０００円

　　　街頭募金　　　１６９，２６４円

　　　そ の 他　　　１０９，０９７円

赤い羽根共同募金
　赤い羽根共同募金運動が１０月１日から始まり、町民皆様
から善意の募金が集まってきておりますので、１１月３０日
現在の途中経過をご報告いたします。

　ボランティア活動をしてみたい。何ができるかわからない、どのよ
うに参加し、行動したらよいのかわからない、という人も多いと思い
ますが、ボランティアは、「できる人ができるところからの活動」です。
　社協ではボランティアを募集しています。あなたも気軽にボラン
ティアに参加してみませんか？

　ボランティア活動に参加するには、個人で参加する方法と、地域のボランティア団
体に加入し活動する方法があります。
　また、ボランティアスクールに参加し、仲間づくりから始める方法もあります。

個人ボランティアの方には、主に社協の在宅福祉活動や行事等への協力をお願いしています。
　○独り暮らし高齢者や障がい者世帯を対象にお弁当の宅配
　○デイサービスセンターで、利用者への介添・話し相手や行事等のお手伝いを行う活動
　○「ふれあいひろば」など社協の事業等に協力する活動などです。
　そのほかに、自分がやってみたいボランティアをあらかじめ登録し、活動
する方法もあります。詳しくは社協へご相談下さい。

ボランティアに参加してみませんか？

はじめるにはどうしたらいいの？

どんな活動があるの？

八雲町社協だより
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会
報
第
六
十
八
号

令
和
五
年
一
月
一
日
発
行

二
海
郡
八
雲
町
栄
町
十
三―

一

社
会
福
祉
法
人
　
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

八
雲
町
社
協
だ
よ
り

☎
０
１
３
７―

６４―

２
１
１
２

FAX
０
１
３
７―

６３―

２
１
６
０

赤い羽根共同募金の助成金は、八雲町社協だよりの発行にも役立てています。

社
　
協
　
活
　
動
　
メ
　
モ

　
　
十
月

・
第
２
四
半
期
定
期
監
査

・
第
三
回
理
事
会

・
八
雲
地
域
ケ
ア
会
議
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
部
会

　
　
十
一
月

・
社
会
福
祉
法
人
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
顕
彰
表
彰
式
典

・
令
和
四
年
度
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
不
正
防
止
研
修

・
令
和
四
年
度
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
研
修
会

・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
講
演
会

・
渡
島
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
連
携
会
議
　
北
斗
市

　
　
十
二
月

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
主
催
学
習
会

・
令
和
四
年
度
第
一
回
渡
島
管
内
社
協
職
員
連
絡
協
議
会
研

　
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
館
市

・
第
二
回
正
副
会
長
会
議

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
協
議
体
の
中
止
に
伴
う
勉
強
会

　八雲町社会福祉協議会熊石支所では、ホームヘル
パー（臨時職員）１人を募集しています。

　
今
年
も
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社
様
よ
り
飲
料
水
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
社
協
か
ら

八
雲
町
内
の
施
設
へ
配
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ボランティアセンター（愛情銀行）

一 般 寄 付 ○㈲第一清掃（昭和５４年度より継続） １５，４０２円

○八雲商工会 ６０，１１７円

物 資 寄 付 ○北海道コカ・コーラボトリング㈱八雲営業所 飲料水１３箱
　（昭和５９年度より継続）

令和４年１０月１６日～令和４年１２月１５日（順不同・敬称略）

皆さんの暖かい善意のご寄付ありがとうございました

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八雲町内各施設へ
クリス

マスプレゼントとして

ホームヘルパー（臨時職員）の
募集について

◇業務内容　訪問介護業務で入浴、食事、通院介助等の身体介護や調
　　　　　　理、洗濯、掃除、買い物等の生活援助を行います。

◇勤務時間　午前８時３０分～午後５時００分

◇勤 務 先　八雲町社会福祉協議会熊石支所

◇応募資格　町内に在住し、普通自動車免許が必要。（AT限定可）
　　　　　　介護福祉士又はヘルパー２級の有資格者。（取得見込可）

◇採用時期　令和５年４月１日

◇申込要領　所定の用紙で２月２８日までに申込みをいただき書類
　　　　　　選考後、面接を実施予定。

八雲町社会福祉協議会　TEL（0137）64－2112
八雲町社会福祉協議会熊石支所　TEL（01398）2－2816へ

お問い合わせは
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